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「信を発こせJ再考
Pamuncantu saddharp 

村上真完
(東北大学教授・文博)

ーはじめに

仏が悟りを聞かれた直後に，自分の悟った理法 Cdhamma)が，深遠で
人々

には理解されない， と思って説法を跨躍したという。そこに，党天が
現れて説

法を請う(これがいわゆる党天勧請である)。それに対して仏が答えた
という

詩節(伺)の中に， この語句が出ている。すなわち

aparuta tesarp amatassa dvara 111 

ye sotavanto pamuncantd21 saddharp 

vihirpsa-sannl pagu.l).arp na 'bhasirp 131 

dhammarp pa.l).ltarp manujesu Brahme ti'41 

CVin. I p.7'-7， D. n .p.392l-2'， M. I .p.16924 幻，S. I .p.13822一回)

(1) CBrahmelを加える M.

121 pamuccantu S. 

131 na bh邑sirpS.， M.， n'abhasirp D.， na bhasi Vin. 

141 Brahme 'ti Vin目(書名略号は村上・及川『仏のことば註』什に従う)。

筆者は， これを次のように解する。

『彼等に不死(甘露)の門が聞かれた。およそ誰でも耳ある人達は， {
言を発

こせ(寄せよ)。
わずら

〔自ら〕煩わしさ(傷つくこと)を想って， (私は自ら〕よく知ってい
るす

ぐれた(微妙な)法をば，人々に説かなかったのだ。党天よ。』

この解釈は，パーリの註釈書類の説明と，諸の漢訳の伝承(訳例)とも
一致し

ている。しかし，この詩節の解釈は， 110年以上の間未だ決着を得なかったか

の如くである(1)。

最近も，中村元『ゴータ・ブッダJI C中村元選集〔決定版〕春秋社， 1992 
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年)p.449は， こう訳している。

「耳ある者どもに甘露(不死)の門は開かれた。

段対立宣貯埜主主。党天ょ。人々を害するであろうかと思って，わた

くしはいみじくも絶妙なる真理を人あ五議去五百五五百蹴ま筆者)

こので波線部の訳文に問題がある;と筆者は今も考える O 筆者は，そこを

「信を発こせ(寄せよ)JIC自ら〕首わしさ(傷つくこと)を想って」と改めな

ければならないと考える。

実は既に筆者は「スッタ・ニパータJCSuttα-mpatα， Sn.1146)の解釈に付

随して，上のように解する私見を公表し議論したcr仏教諭叢』第32号，昭和63

年9月， pp.63-67，村上真完・及川真介『仏のことば註JC四)，春秋社， 1989 

年， 10月， pp.181-189， r仏と聖典の伝承」春秋社， 1990年2月， p.54)0 

し?しその後，本年(1992年2月)になって，中村元教授は上掲の『ゴータ

マ・フ yダJ1を公刊して，拙論の趣旨に反論し，また仏教思想研究会編「仏

教思想11 信JC平楽寺書匝，問2年5月)の第一章にも市の基本的意ミ」

という論文を載せて自説を展開している O このような解釈(見解)の相違は，

ただ一句の一語の解釈に関する問題ではあるが，原始仏教の信の原意を追求す

る上では看過すベミことではないであろうし， この一旬の解釈を決定すること

によって，仏教の信の最も本質的なところが明らかになるはずである。ここで

筆者は自説を補強して中村元教授に応えて，この110年余にわたる問題につい

て決着をつけることが，日下の責務であろうかと考えるにいたったー

中村教授は問題の語句を，以前から ICおのが)信仰を捨てよ」(iコ、ータマ・
ブツダ(釈尊伝刀法蔵館，昭和33年， p.120)と訳しており，また最近は「か

とらは(各自の)信仰を捨て去れJ(問 p.25)とも訳す。そして次のように

日間ず{)crゴータマ・フソダJ1 決定版 pp.462-463)。

Fi pam-cassu saddヤmという句の意味に関して最近学会の一部で、はそ
の句は「信を寄せよ(発こせ)Jという意味であるという主張がなされてい

る。その論拠は，註釈文献(パーリ語)と漢訳にそのように解釈されてい Z

からであるという O しかしこの解釈には賛成しかねる O 理由は， (山ンドニ

サンスクリット文献では pramuncatiとあれば， rリグ・ヴェーダ』以来

「捨て去るJI放棄する」という意味であり，少し遅れた文献では「ゆるめる」

「自由にする」ことを意味し， pramucyate Cpassive) とあれば「消えでな

くなる」ことをいう。このことは，ベートリング・ロート.モニエル・内 J

リアムズ，アーフ。テーなと、諸辞典の一致している語義である。凶「信仰弓

せJC起信〕ということは，後代の仏教においてさかんに説かれるが，前掲
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の語句またはそれのサンスクリット形であるpramuncasvasraddharpとい

う語形は，一般仏典のうちに出てこなし、。また一般のサンスクリッ卜文献に

も見あたらない。異様な表現なのである。そういう場合には他の表現を用い

た。 (3)党天がゴータマ・ブッダにこのように語ったときには，転法論以前で

あり，まだ「仏教」というものは成立していなかった。たがら「従前からの

信仰を捨て去れ」というので文脈がうまくつながる。 (4)ところが後代の教義

学者たちは歴史意識というものをもたなかった。そこで仏典のうちに「信仰

を捨てよ」という文句があるのにとまどいを感じ， こじつけた解釈をしたの

である。 (5)つじつまを合わせるということは現代でも行なわれている。権威

ある仏教学者の訳のいくつかを見ると，原文から離れて，当たり障りのない

ような訳をつけている。以上の諸理由によって，わたくしは宇井博士などの

原文直訳を支持する次第である」。

要するに，この意味は「信を発こせ」ではなくて「信仰を捨てよ」である，と

いうのである O その理由は 5項にまとめられているが， (1)のサンスクリット文

献では， pramu己catlは， rリグ・ヴェーダ』以来， I捨て去るJI放棄するJ
という意味である， と言う点が最大の理由であると考えられる。次の四つの理

由は， I信を発こせ」という解釈は，要するに後代の解釈である， ということ

に尽きるのであろう。実はこの二つの点が問題だと筆者は考える。なお後者の

理由によれば，漢訳等の伝承も， ブッダゴーサ CBuddhaghosa， 5世紀)の

註釈の解釈も，全然考慮するに及はないかの如くに聞こえるO しかし'慎重な同

教授は，その前にブッダゴーサにも漢訳例やサンスグリット文の併行例につい

ても言及しているのである。そしてまず(同 p.461註341こ)

「ブッダゴーサによると sabbeattano saddharp pamuncantu， 

vissajjantu (Spk.p.203)。当時の諸宗教に対する信仰を捨てよというのであ

ろう。ところが漢訳(あるいはその原本 ノfーリ文よりも遅れて成立した

らしい)では， I問者得篤信 Jと訳して正反対の意味に解している cr増一

阿含経』第一O巻，大正蔵，二巻，五九三ページ中)。つまり後世に仏教教

団の威信が確立すると，信仰を強調することが必要となったのであろう。こ

のような変化はサンスクリット諸原典との対比によっても確かめられる。」

(下略)

云々と論ずる。ここには二つの問題がある O 一つは， ブッダゴーサの註釈は中お

村元教授の解する通りなのか。筆者は上引のパーリ文を『皆，自分の信を発こ

せ，発せ(寄せよ)Jと解する(それについては，後で再び詳論したい。)

次の間題は， I信を発こせ」というような解釈は後世における変化であろう，
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5. (自尊心 (mana)，身体 (deha)，生命 (praI)B，jivita)を〕放つ二見捨

てる giveup， lay aside 
(財 Cdhanani)，食物 (anna)，享受 (bhoga)を〕放つ=見捨てる
6. (場所 (desa)，木蔭 (tala)，ベッド (sayya)を〕離れる
〔苦 (dubkha)，恐れ (bhi)を)離れる，のがれる

〔小便 (mutra)を〕出す，放っ，排出する
7. (矢(sara，baJ:la)，矢の雨(bal).amayavar$a)，飛び道具(khadhupa)，金剛
杵(vajra)，花(pu$pa)，花束(pu甲pa-vrnda)を(acc.))放っ，投げる

8. (火 (agni)，匂い (gandha)を〕発する
[涙 (asrul).i，va$pa)を〕出す，落とすletf all 
9. (言葉 (vacas，sabda)，笑い (hasa)，プーという音 (phutkara)，大
音声 (silTlha-nada，獅子H孔)，歎息 (nibsvasa，溜息)を (acc.))発す

る，放つ，出す

10. (受動形mucyate，過去分詞mukta)
解放される，解脱する，放たれる，脱する，自由になる

一

以上によって， fffi己Eは， i放っ，発する，解放する，解く，離れる」等を意
味することが，わかるo その中で8と9の「身体の中，または心の中にあるも
のを.外へ出す，放つ」というような用法があることに注意しておきたし、。以
仁の意味と用法がpra再石川，大体認められるようである。

Draーの意味はApteによると
;)動詞の前に付されると，前方に，前に，先に，進んで，上に，先の方に

forward， forth， in front， onward， before， away 
(2)形容詞の前では，大いに，甚だしし非常にvery，巴xcessively，very 

よ午前では始め，開始;長さ;力;強度過剰起源，源泉;完成
完全，満足;欠如，分離，長いこと，離れた;卓越;清浄，希望;中止;

讃美，尊敬;優秀
というように示されているo いまは(1)の意味を念頭においておくとよいのであ
ろう o しかし，前騒がついた動詞には， もとの語根とは微妙に異なった意味や
用法があるはずであるo以下， pra.Jmucの意味と用法とを，精査してみよう
いま手始めに『究和大辞典~ (11，鈴木学術財団， 1967) のpra四MUCの項
を見ると
「解ーする， (従)から解放する，ゆるめる，解く，離す，駆逐する，放
棄する(吠);見限る，放任する，放射する，発する，放つ;投ずる，投げ
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という見方が，はたして成立するのか，ということである。同教授はこの趣旨
に簡単に論及しているが，そのことも改めて検討しなければならなし、
最後の問題は、思想史上、最も重要であるが、その前に、第一の pramuncati
の語意と用例の検討とsraddha(パーリ saddha)の語意と用例の検討が， ま
ず必要不可欠な手順であろうかと思う。

二 pramuncati (pra!函uc，パーリ pamuncati)の意味と用法
(1) pra-l而EEの用例(ヴェーダ文献を主として)

中村元博士はこの動詞の意味を，上述のように， i捨て去るJi放棄するJ
「ゆるめるJi自由にする」などと示して，辞典 (O.Bりhtlingku. R.Roth， 
Monier Monier-Williams， V. S. Apteなど)の名を挙げて，それらの一致
している語義である，という。しかし，それは，実は正確ではないようである。
まずpraml品目bはゾ元函ーという語根に praという前綴(接頭辞prefix)が
ついた語の変化形(活用形)である。一般に語根の意味が接頭辞によって限定
をうけて，語根の意味とは多少異なった意味や用法を示すようになる。しかし
語根の意味が全く意味をもたなくなることはない。いま

(a)O.Bりhtlingku R.Roth， Sαnskrit-Wりrterbuch，St Petersburg， 1855-
75，名著普及会1976(PWと略)

(b)V.S.Apte， The Prαct!Cαl Sanskrit-English Dictionαry， Revised & 
Enlarged Ed.， Poona 1957~59，臨川書庖1978.(Apteと略)

(c)荻原雲来編「漢訳対照党和大辞典~ (du印 radhar苧a以降は辻直四郎監修)
昭和15~18， 39~49年，増補改訂版，講談社昭和54年(~党和大辞典』と略)

によってJ面五百(muncati，muncate)の語意と用法を整理して示してみよう。
1. (牛 (dhenu) を (acc.))放つ， (烏 (pak早in) を篭の束縛 (pa函Jara
bandhana)から(abl))放つ，自由にする

〔船 (nau)を〕放つ，自由にする

〔衣(vastra)を〕脱ぐ

〔衣の端(vastranta)を〕離す

〔咽喉 (ka早七ha)を〕自由にする(=話す)

2. (結髪(vel).l，五ikha)ターバン (u切 l$a)を)解く
〔弓 (dhanus)からその弦 (jya)を (acc.))はずす，解く
3. (束縛 (bandha)，縛縄 (pasa)，死 (mrtyu)，老 (jaras)，恐れ
(bhaya)，地獄 (naraka)から (abl.)，人を (acc)) 開放する， 自由に
する
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打つ;贈与する，付与する;(涙泊rUl)iを)流すJ(下略)
とある。詳しい用例はないので， これだけでは， この語の用法はよくわからな
いが，中村博士がいうほどこの語の意味や用法は単純ではないことが予想され
る。

そこで，ベートリンクとロートの辞典PWにおけるpral函ucの用例を見て
みよう(~は pra イmuc の変化形の省略を示す。書名の略号等は同書に従うが，
表記法を改めたものもある)。

dhanvano jyi.im ~ VS.16.9 弓の弦を解く(はずす)。
abhinahanam ~ Ch.up.6.14.2， Cat.Br.3.2.4.14 C目の〕掩い(目隠し)を
解く(はずす)。

krtaITl cid enab pra'mumugdhy asmat ~V. 1. 24.9 作られた罪を我々から
〔汝〕は取り去れ。

pi.isi.it ~ ~V.6.74 .4， 10.85.24， 161.1 縛縄から解放する。
sarvi.ibhyo devati.ibhyo yajami.inaITl pramuncati Ait.Br.2.9 あらゆる神々
から祭主を解放する。

bhimam samari.it pramoktum MBh.8.3532 ビーマを戦いから解放するた
め。

abandhyaITl yas ca badhni.iti bandhyaITl yas ca pramuncati Yaj元.2.243
捕縛すべきでない者を捕縛する者と捕縛すべき者を解放する者と。
asvaITl ri.iye pramu員cati.isudi.isab ~V.3.53.11 スダースの馬を(汝らは〕
自由にせよ。富(を得ん)がために。

siti.i tvayi.i pramukti.i R.3.65.l0シータ〔妃〕は汝によって見捨てられた。
nicartha-sami.ici.iraITl sajjaITl karma pramu亘catuR.2.104.6 卑しい目的を
行う用意をする行為を〔彼は〕控えよ(離れよ)

pramukta-subhrastaral)ambarasrak R.Gorr.2.76.32， MBh.6.1846 すは、
らしい臥床・衣・花環を見捨てた。

sarvaITl pi.ipaITl pramok与yasiMBh.3.10819 C汝は〕あらゆる悪を振り払う
(脱)するであろう。

retab ~ A V.2.34.2 精液を射出する。

dhumaITl pramumuce vindhyab MBh.l. 7627 

た。

ヴインドヤ〔山〕が煙を噴い

hi.ihi.ikaraITl pramu長cantabMBh.3.2542 C彼らは〕泣き声を出すo
vil)i.ib pramumucub svari.in R.2.91.26 諸の琵琶が音を出した。
bhi$m問 amahastri.il)i pramu己cataMBh.5.7331， 8.1975，4069 (pramun 
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cami.inab) ビーシュマ〔将軍〕が諸の大きな矢を放って
ni.iri.ica-mi.ili.im -raudra-ci.i阿ra叫伽 R.6.79.62 恐ろしい弓から放た

れた矢の列を。
asmad-bi.ihu-pramuktaib 面白la-pattisa-mudgaraibR.3.26.15 我々の腕
から放たれた三文の槍・両刃の槍・梶棒によって，

k甲utaITlpramuktam V，αrah.Brh.S.68.63 くしゃみが出たo
vavrim ~ ~V. 1.l 16.10 隠れ家を追い払う。
jari.im ~ ~V.140.8 老を追い払う。
nramuncan mi.inu早irbhiyab VS.27. 7 人々の恐れを追い払う。

Lい…f一…:一I則T
払いつつ O
avam vab -dr;;;tib pramok号yatiMBh.1.68.25 この者は汝らに視力を与え
よ(授ける)であろう(失われた視力を回復させるであろう)。
atra t巴'haITlpramok;;;yi.imi mi.ili.im kubje hiral)yamayim R.2.9.39 ここ
で私は汝に黄金より成る環(首飾り)を与えましょう。せむしの女よ。

〔受動活用の例J(pramucyate) 
pi.isa ekab pramucyate MBh.2.23.25 一つの縛縄がほどける。
pra vanaspatini.il1l phali.ini mucyante c，αt. Br.1.5.4.5 樹々の実が落ちるムO 

Y一…a叫t出ha加mraITlv 。ω仙仙d出伽u叩III帥I町I
Br.14.7川 41， Br凶h.4.3.36 たとえば，マンゴ一，無花果，或るいはビ yパ
ラ〔果〕が，枝茎より離れるように。
vada sarve pramucyante ki.imi.i ye 'sya hrdi sriti.ib cat. Br.7.2.9ニ Kath
6.l4 この者の心臓に依っているすべての欲望が離れるとき。
karma-bandhi.it ~ Bhi.ig.P.7.10.13 業の束縛から自由になる(離れる，離
脱する)。

pi.ipi.it ~ Spr. 3967， MBh.1.254 悪(罪)から離れる o
adharmyi.id ayasasyi.ic ca karmal)ab ~ MBh.5.4.l35 不法(正)な，また
不名誉な行為から離れる。

go-hatatyi.iyi.ib ~ Hariu.14382 牛殺し〔の罪〕から逃れるo
upasargi.it ~ Mark.P.406 病(災い)から離れる(免れる)。

gi.it~P，α元cαr. 1. 8.35 病気から離れる。
candra iva ri.ihor mukhi.it pramucya Ch.up.8.13 たとえば月がラーフ(月

蝕)の口より逃れるように。

mrtyu-mukhi.it pramuktam Kath.l.l1 死神の口より免れた(逃れた)
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narakat ~ Mark.P.15.14 地獄より逃れる。

sarva-papaih pramucyate M.4.181， 1l.262， MBh.3.5072 あらゆる悪
(罪)から解放される(解脱する)。

yad ratrau kurute papam← mahabharatam akhyaya purvarp sarpdhyarp 
pramucyate (日c.tasmat)MBh.1.657 夜にどんな悪(罪)を作っても，最
初の薄明(暁・曙)に「マハーパーラタ』を読めば〔それより〕解放される。
lagna-garbha pramucyeta fl，αriu.14383 子を字んだ女は〔胎児から〕解放
されるであろう。

sadyo garbhat pramucyeta すぐに胎児から解放されるであろう。
〔使役活用)(pramocaya ti) 

vel)lm ~ Harlta bei Mallin. zu Bhαg.14.12 締髪を解かせる(解く。)
papat ~ MBh.13.31l2 悪(罪)から解放させる(免れさせる)。
c!意欲活用)(pramumuk9ati) 
aSld abhyadhika capi srlh SI可 arppramumuk早atahnirval)a-kale dlpasya 
vartlm iva didhak相 tahMBh.4.715 美しさを見放そうとしている彼の美
しさは，ますます増大した。たとえば燈火が燃え尽きる時に，燈芯を燃え上
らせようとするように。

以上を見てみると中村元教授がいうような，単に「捨て去る」とか「放棄す
る」という意味が，私の解するところでは，ないのである。少なくともそうい
うのは，第一義的な意味ではないようであるo pra';五五Fの意味を上記の PW
の示す用例からまとめて見ると，能動態の意味は

①〔弓の弦 (jya)，掩い (abhinahana，目隠し)，縛縄 (p話 a)を (acc.)) 
解く(はずす，ほどく)auflosen， aufknupfen， aufbinden， ablosen 
②〔罪 (papa)，老 (jara)，恐れ (bhl)，悪運 (durita)を〕脱する(振り
払う，追い払う，取り去る)0frei lassen， laufen lassen， verscheuchen， 
von sich abschutteln 

③〔精液 (retah)，煙 (dhuma)，声，音 (svara)を〕出す (entlassen)，
〔涙 (asrul)i)を〕こぼす verglessen

④〔矢 (astra)，槍を〕放つ，投げつける schleudern， abschi巴ssen
⑤〔行為 (karman)を〕離れる(控える)Etwas fahren lassen， aufgeben 
⑥〔臥床 (astaral)a)，花環 (sraj)，女を〕見捨てる Jmdim Stich lassen， 
aufgeben 

⑦〔首飾り (mala)，視力 (dr幻i) を〕与える(授ける) verleihen， 
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呂chenken
⑧ν 〔人を，縛縄 (pasa)，戦い (samara)，神々 (devata)から (abl);馬
(asva)を〕解放する〔自由にする)Jmd befreien von， frei lassen， frei 

に分主主であろう o (なおPW以上の用例を含むサンスクリソト辞典は
いまのところ存在しない。また他の辞典の示す語意も大体以上に尽きている0)
⑥は「放棄するJといってもよし、。⑥と⑦とでは日本語の意味では反対のよう
であるが，本当はそうでなし、。自分の方から手放し捨てる， ということ(⑥の
意)は，相手に対しては与える，授ける(⑦の意)，ということになるのであ
るo Cたとえばtyaga(パーリ caga)は，放棄，断念の意から，贈与，施与の
煮となり，捨施，恵施，布施とも訳されることは，よく知られている(~究和
入辞典』参照)0今もそれと同じ考え方が認められるのである)0
以上pral五五百の八つの意味を， もっと簡単に要約してみると

(a) Cしばっているものを〕解く

(b) C中(傍，体内)にあるものを〕出す(放つ〕
ということになろう。そして (b)の意味が重要である如くである。

(2) パーリ pamuncatlの用例
パーリの pamuncatIの用例と用法は，Pali Tipitαhαm Concordαnce (Vol. 
E PadL。山n附 ，PTC)に出ているo いまその用例を見ると，大体は
先のPWの用例の延長線上において理解できるものである。
以下パーリの pamuncatlの用例をPTCによって見ておこっ。
ただし，いまはその順序等を改めて，意味にしたがって並べてその用例をみ
てみるo ただい信 (saddha)と一緒に用いられる例は後で検討することに
して，しまは省く(書名略号は同書に従う O また処々，前後の語句を加えたり，

誤記や誤植等を改めたところがある)。

;は記山I)山)日?似山戸M1u町un汀山rimar

pamu員ncabhasta1叩TlJ.皿.347 袋を解けO
sattu-bhastam pamu員ciJ.ill.348 麦菓子の袋を角料、た。
;atot叫 pamunciITlpasa J.V制 それから彼を毘(縛縄)から放った

(解放した1

pam山 a…
放して下さ L、、O 
II111aca pamuhca moceh11Kldhara sam11ddhara mluhapehl kathamkatlla 
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sallato Nd. II .196 (s 407) C私を〕疑いの箭より放して下さい，
解放して

下さい，除いて下さい，除き去って下さい，起ち土らせて下さい
の

lma 

に解放せよ(放せ)λO 

e同"'lahumpam附 aPV.54 この者を速やかに解放せよ(放せ)。
vasslka vlya pupphani maddavani pamuncati Dh.377 ジャスミ

ンが萎れ

た花を落とすように。

?引叩d品ak叫刷h品op仰a叫 kha加a抗tωW川 18邸3 そのとき黒〔犬J(帝釈天が連れている
氾芯恐;止tろしい犬)が放されるであろう O

sappam pamokkhami na tava kakam J.m.298 C私は〕蛇を放す(
逃がす)

だろうが，まず烏をば〔放す〕まし、。

so aham pamokkhami migam J.N.418 その私は鹿を放すであろう
n

pamuricatu Dhamma-palam J. m .179 ff. C彼は〕ダンマ パーラ C
王子

Ckumara)Jを放せ(解放せよ)。

pamu品cath'etaII1J:w.253〔汝らは〕これ (kinnari)を放せ(解
放せよ)0

Rahu candam pamuncassu S. 1 .50 ラーフ(月蝕や日蝕をおこす怪
物)よO

月を放せ(解放せよ)。

Rahu candam pamu員casiS. 1.50 ラーフは月を放したO

Rahu suriyam pamunca S. 1 .50 一フよ。太陽を放せ(解放せよ)0

Rahu suriyam pamuncasi S. 1 .50 ラーフは太陽を放したハ

臼凶叫叫ku王q叩u附l

b祉)汀ra討hma加n 1 aI.lassa pamuriciya J.N.548 C子等は〕バラモンから逃れて

(II)bandhana rR n!4TYmn a ca pamunceyya J. II .247 C彼は〕束縛から逃れるであろうn

dukkha pamu亘ciJ.N.342 C彼は〕苦から脱した(逃れた)o
o 

dukkha D且刊11而ρρρ
ドa.lllUllじecaral)am apatva J.m.236 f.N.300 

よい行いを得ないと，苦から脱することはないであろう o

patlpanna pamokkhanti jhayino marabandhana Dh.276 

修行し膜想する者たちは魔の束縛から詰れるであろう。

na tam jlvam pamokkhasi J.N.6 Cおまえは〕生きているとそれ
(刃のつ

いた輪Khura-cakka)を続れないであろう O

pasa pamokkhasi J.N.280. V.361， 370 C汝は〕束縛から自由にな
る(解放

される)。

pan]arato pamokkhami dhatarattham J. V.376. C私は〕ダタラッ
タ(鷺

烏)を篭から放とう(逃がしてやろう)。
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佃)ayamaggim pamu員catiJ. 1 .216， J. m .510 これ(木rukkha)
が火を放

つ(噴く)。

制vacampamunce kusalam nativelam Sn.873， J. II .177.Nd. 1 .5
03 善い言

葉を発せよ(語れ)。度が過ぎた〔言葉〕を[発する(語る)J
な。

sal)ham giram atthavatim pamu員ceJ.N.226 意味のある，優し
い言葉を

語れ(発せ)。

rattim giram nativelam pamunce J. V .81 佼には適時(度)を
過ぎて言

葉を語ってはならぬ。

attha-samhitam vacam munceyya pamunceyya sampamunceyy
a Nd. 1 . 

504 意義がそなわった言葉を語れ，発せ，述べよ。

(v) C受動活用〕

sabba-dukkha pamuccati S.1.14， 18， 38， 57， 173， Dh.189， 19
2， 361， 

Ud.9， It.52， Sn.80， Kvu.254 あらゆる苦しみ(一切苦)から
解脱す(脱

れる)。

Katham dukkha pamuccati S.I.l6， Sn.170 どのようにして苦か
ら脱れる

のか。

n'eva dukkha pamuccati S.N.205 C彼は〕苦から決して脱れなし、。

evam dukkha pamuccati Sn. 17lf .Kvu.369 このようにして苦から
脱れる。

papa-kamma pamuccati Th!g.237， 240， Ap.612 悪業から脱れる。

dudditthl na dukkha pamuccare Ud.73 悪見の人たちは苦から脱れ
なL、o

sabba-dukkha pamuccare Ap.20 C彼らは〕あらゆる苦しみから脱れ
る。

vera so na pamuccati Dh.291 彼は怨みから脱れなL、。

日tambi bandhanam dukkham yamha dhlro pamuccati A'. m .354 

なぜなら，この縛り目は苦しL、。その〔縛り目〕から賢者は脱
れる。

同〔使役活用〕 くびき

yoga pamocenti bahujanam te It.80 彼らは多くの人々を離より
解放して

くれる。

ma員casokii pamocaya J. 1 .332 そして私を悲しみ(憂い)より解放
して

下さい。

macch巴sokapamocaya Cp.99 (3.10.7d)魚たちを憂いより解放し
なさ L、o

amhe dukkha pamocaya J.N.440 私たちを苦しみより解放して下さ
い。

na"'piyo dukkha pamocaye S. 1 .210 愛する〔夫〕も苦より解放
してくれ

ないであろう。

tam dukkha pamocaye J. m .211 彼を苦より解放してくれるであろ
う。
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so no dukkhii pamocaye J. V.305 彼は私たちを苦から解放してくれるで

あろう。

kena nu kho upiiyena niitl dukkhii pamocaye Cp.99 (3.10.3cd)し、ったし、し、

かなる手段をもって(私は〕親族たちをば苦より解放して(救って)あげる

〔ことができる〕であろうか。

dukkhupanitaT)l maccu-mukhii pamocayi J.IV.271 苦に陥った者を死神の

口より解放した(救った)。

yo maT)l dukkha pamocesi Thig.157 私を苦より解放してくれた者。

a1aT)l dukkhii pamocetuT)l J.IV.227 苦より解放してくれることができるo

pamocayittha ba1asii pasayha S. 1 .143 [龍に捕われた舟を〕力づくで強い
て解放させた。

yog巴nataT)l pamocayim Cp.89 (2.7.5d) [私は〕それ(頭が割れること)

を方便によって取り除けた(救った)。

pamocesiT)l niitlnaT)l taT)l atikkhayaT)l Cp.99 (3.10.4cd) [私は〕親族たち
のその破滅を救うであろう(救った)。

gatte sedaT)l pamocayaT)l Ap.68 肢体に汗を出させた。

以上の用例の中で，まず「捨てるJI捨て去る」という意味の用例は見あた
らないこと，第二に， I言葉 (viicii，girii)を発する (pamuncati，放っ，語
る)J という新しい用例があることに特に注意したい(そのような用例は

ゾ両面Eにもあることは先にもふれた)0I言葉を捨て去る」のではないのであるO
それにならって，同様に「信 (saddhii)を発する (pamuncati，おこす)J と

解することは，理解しやすいであろう。先に見たように動詞 praF五lUCが，
「中にあるものを出す」のが原意の一つであった。してみると心の中にある信

(信仰心，信頼心)を，外に向かつて出す(しかし，捨て去る， というのでは

ない)というのが， pamuncatiの意味であると解することは，不自然、ではな

いはずである。

そして実際に，この動詞は言葉 (viic討を目的語とすると同じように，信

(saddha，信頼心)を目的とするのである。次の二例を比較していただきたい。

(a)attha-saT)lhitaT)l viicaT)l munc巴yyapamu員C巴yyasampamu員ceyyaNd. 1. 

504 意義がそなわった言葉を語れ，発せ，述べよ。

(b)tvaT)l saddhaT)l muncassu pamuncassu sampamuncassu Nd. II (Syamα 

rαtthαssα TepitαhαT]1 30 Ci1?αniddeso， p.3094 -5， cf.Nd. II p.196 ~ 407) 
お はっ

汝は信を寄せよ，発こせ，発せ。
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戸こでは 三つの動詞の訳語を適宜に邦語の用法にあわせたが，原語ではこの

;つの動詞は同じ語根長uclこ由来して， I放つJI発すJI出すJが原意であ
るo 前額(接頭辞)padAiiiI;iiではpra)は，大体「前の方にJI前にJI先
にJI大いに」など， samは「一緒にJI共にJI完全にJIよくJIすっかり」
などを意味する O そうであるから，原語，原意を強調するならば

(a)言葉を発せ，前に発せ，よく前に発せ

(b)信を発せ，前に発せ，よく前に発せ
としてよいであろう(これらNd.II等の例については，後でもう一度ふれるこ

とにしよう)。以上で，ほぼ結論がでたようである。

しかし，この趣旨を確認し，補強するためにも，仏教と仏教以前における信

(sraddhii，パーリ saddhii)の意味と用例を調べておくことは，避けるわけに

はいかなL、。

=: Sraddha (パーリ saddha)の意味と用例
(1)問題の所在

五raddhii，saddhii (信)の原意について考察するとき，我々は知らずしらず

のLlこ， 日本語の信や信仰の意味を投影して考えていないか，という点を反省
しなければならなし、。日本語では，正信もあれば，邪信，迷信，盲信のような

用語例もあるo I信を捨てるJI信仰を捨て去る」ということは， 日本語では全
く問題のない表現である。しかしはたして，サンスクリットの sraddhiiやパー

リの saddhiiに，捨てるべきものと考えられる信，つまり迷信とか邪信のよう

な用例があるかどうか。こういうところに，最も注意する必要がある。それを

知るためには，旬、addhii(saddhii)の用例を集めて考察しなければならない。

なお sraddhiiは， srat十Jdhiiーに分解され， sradl而互ーは動詞として「信頼

するJI信ずる」の意で用いられる(パーリではsaddahati)。しかしいまはこ
の動詞の意味用法については，ふれないでおく。

(2) Sraddha (主にヴェーダ文献における)

長raddhiiの用例とその意味については， これまで相当の研究が行われてきたO

4ふ一中で立Ha!
che伺nLiterα叫tlμ肌tr川r九， G印1a剖se印na叩pp-S鼠ti汀ft旬un昭gBand 9， Wiesbaden 1973 (Dissertation， 
Gottingen 1948)は，主にヴェーダ文献における動詞 (srad-dhii(信頼する，

信ずる)と名詞 sraddhii(信頼，信)の用法とその意味を考察している。また
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Paul Hacker， Sraddha， WZKSO. VII.1963， pp.151-189もヴェーダ以来の

sraddhaの意味用法を整理している。またこのほか， sraddhaについて，参照

すべき論及は少くなし、oi2)

ケーラーによると「リグ・ヴェーダJ(早g-Ved.α，sV)においては， sraddha 

は， 1神学的な信J(theologisches Credo)ではなくて， 1信頼 (Vertrauen)ー

それには神々やその力， しかも大抵は lndraに関する信頼ーである (p.64)と

いう。そしてこれにはハッカーも賛成して， ヴェーダにおいては sraddhaは

「信頼」と訳されるのは，争われないのであって， 1信J(Glauben)の意味は

早Vにおいては確かめられない，というのは正しい，と述べている (HackerD 

則。そしてその意味の発展は，信頼 (Vertrauen)，忠実さ (Tre同一誠実さ)，

帰依田ingabe)，供犠愛好(Opferfreudigkeit)，布施愛好(Spendefreudig-keit) 

となる (K叶llerp.64， Hacker p.160) と。ブラーフマナにおいては，

sraddhaは供犠の力に対する信頼となる (Kohlerp.65)と。

そしてハッカーは， sraddhaを知性的なCintellektuell，intellectual) 

旬、addha それは師の教示に対する信頼，依存心である と祭杷的な (rituell， 

ri tual) sraddha それは人の欲望を神へと運び，司祭者へと運ぶ乗物(媒介

者)である とに分けている (pp.158，188)。

またハッカーは， sraddhaの第二の意味として，願望 (Ver langen) ，熱望

(Begehr巴n)，希望 (Wunschen)の意味が，後代の文献に多く見られると述べ

ている (p.116)。

ケーラ一等が指摘した sraddhaの「信頼」という意味については，辻直四

郎博士も同意見である如くであるO 同博士の『リグ・ヴェーダ讃歌J(岩波文

庫，昭和45年)には， 1シュラッダー(信仰)の歌JCsV.10.151)の和訳が含

まれている (p.345)。 ここでは sraddha(信頼)は神格(女神)とも見なさ

れている。同博士は

「ここに神格化されたシュラッダーは，本来人間の神々に対する信念，祭主

と祭官とのあいだの貫想竪，特にタクシナー(布施)の受授において具現す

る相互の賃患を意味する。ヴェータ守祭式は実にこの信仰を基礎として成立し

ているJ(波線は筆者による)

と解説している。信仰の語を用いながらも，それが「信頼感J1信用」である

ことを示しているoSraddha (信頼)の歌は次のようである(ここでは

SraddhaをSと略記する)。

r(m (信頼)によって祭火 (agni)は点ぜられるoS (信頼)をもって供物
(havis) は捧げられる。〔私らは〕幸運 (bhaga)の頂上において，言葉
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( vacas)をもって岳(信頼)を告げ、知らせる(vedayamasi)。

(2) S (信頼)よ。私の言うことを施与する者に大切なこと (priya，愛すべ

きこと) (となして下さい)0S (信頼)よO施与しようとしている者に大切

なこと〔となして下さい〕。寛裕な祭主 (yajvan)たちにおいて大切なこと

となして下さい。

(3) たとえば神々が (deval))強力なアスラ (asura) たちにおいて S(信

頼)を起こさせたように，そのように寛裕なる祭主において，私らの言うこ

とに〔信頼を起こさせよ〕。

(4) 祭前日を行ない (yajamana)・風神vayuを守護者とする神々は， S (信

頼)に奉仕する (upasate)。心からの願い (akli.ti，意図)によって白(信

頼)に〔奉仕する)0S (信頼)によって〔人は〕財物 (vasu)を獲るO

(5)早朝にS(信頼)を〔私らは〕呼ぶo S (信頼)を正午に〔呼ぶ〕。自(信

頼)を日没に〔呼ぶ)0S (信頼)よ。ここに私らを信頼せしめよ (sraddhι

paya)oJ Cß V.10.15 1.1 ~5) 

ここに sraddhaの意を「信頼」と考える (1信仰」ではないであろう)。神ま

たは祭主に対する信頼によって，祭市巳が行われる O 言葉をもって信頼〔してい

ること〕を〔祭主等に〕告げ知らせる O その言葉が施与する人や祭主によって，

大切に思われること，信頼されることを， Sraddha (信頼)の女神に祈願する。

自分が人々に信頼(信用)されることを祈るのである00)

この外，いまは詳しい検討は省略するが， ケーラ一等が示した sraddhaの

意味の「信頼J，1忠実さ」等は， 1捨てる」という意味の動詞の目的語となり

えないであろう，ということだけは予想することができょう。実際に sraddha

を「捨てる」と解すべき用例は見出されていないようである O

sraddhaを目的語とする動詞には，どのようなものがあるか。以下位addha

と動詞との関係を見てみよう。

(acc.の例〕

sraddhalfl deval)…upasate sV.10.151.4ab 神々は「信頼J(の女神〕に奉

仕する (1信頼」を崇拝観想する)。

ye cami araI).ye sraddhalfl satyam upasate Brh 6.2.15 また誰でも森(荒

地)において信(信仰)が真実であると崇拝観想するこれらの人たち(=死

後に神路を進む人たち)。

etasminn agnau deval) sraddhalfl juhvati Ch.5.4.2=BrlJ.6.2.9 

この火(工あの世)に神々は信(信頼)を捧げる(五火教)。

yada vai sraddadhati atha manute， nasraddadhan manute， sraddadhad 
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巴vamanute， sraddha tv eva vijij忌むitavyetisraddharp. bhagavab viji-

j己asaiti Ch.7.19.1 I誠に信ずる(信頼する)ときに，そこで思う。信じ
ないと思わなL、。信ずることのみ思う。しかし信(信頼)をこそ認識しよう

と願うべしJと。「尊師よ。〔私は〕信(信頼)を認識しようと願う」と。
kasmin nu sraddha prati甲山itaiti. hrdaye iti ha-uvaca， hrdayena hi 

sraddharp. janati， hrdaye hy eva sraddha prati甲thitabhavatiti Brh. 

3.9.21 I一体信頼は何に安立(依存)しているのか」と。「心に〔安立〕
(依存)している」と〔彼は〕言った。「なぜなら心によって信頼を知るから

だ。なぜなら心において，信頼は安立(依存)しているからだ」と。

sa pra.Q.am asrjata， pra.Q.ac chraddharp. kl凶i1vayur jyotir apah prthivi 

ndriyam， mano'nnam， annad viryam， tapo mantrab karma lokah， loke亭u

ca nama ca Prα初α6.4 彼 (purW;ia)は息(生気)を流出(創出)した。息

から信頼〔を流出した〕。虚空，風，光7.k，地，感官，意，食が〔生じた〕。

食から精力，苦行，諸真言，業(行為)，諸世界，そして諸世界における名

が〔生じた〕。

yo yo yarp. yarp. tanurp. bhaktab sraddhaya 'rcitum icchati tasya tasya 

acalarp. sraddham tam eva vidadhamy aham Bhαg.7.21 それぞれし、かな

る信者 (bhakta)が，それぞれし、かなる〔神〕体を信(信仰)をもって崇拝

しようと欲しでも， Cわれ(=神)は〕それぞれ〔信者〕の同じその信(信

仰)を不動なものと定める。(以上 G.A.Jacob，A Concord，αnce to the 

Principal UpαnishαdsαndBhαgαuαdgUa， 1891， Delhi 1963参照)

位以ldhamsruti:;;u sarp.dadhe LA (皿)9l.3141諸天啓聖典に対して信(信頼)

を置く。

ciccheda jivite sraddharp. dharme yasasi catmanab R.2.28.2 

自分の生命，正義，名誉に対する願望(信頼)を断ち切った。

cicheda jivita-sraddharp. sukha-sraddharp. ca dubkhitab R.2.37.15 苦し

められて(苦しんで)生命への願望(信頼)と楽への願望(信頼)を断ち切った。

tapab-sraddha ye hy upavasanty ara.Q.ye詰ntavidvarp.so bhaik早acararp.

carantab， surya-dvare.Q.a te virajab prayanti yatra-amrtab sa puru宇O

hy avyayatma MUTJlj l.2.11 

誰でも苦行と信(信仰)とを森(荒地)において実践し，平安にして知あり，

乞食行を行なう人たちは，汚れなく，太陽の門によって出て行く。そこにお

いて，かの不死なる霊我=不滅の我があるところへ〔出て行くJ(=死後に
神路を進んで行く人たち)。
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Cinstr.の例〕

vratena dik:;;am apnoti dik甲ayaapnoti dak早i.Q.amI 
dak:;;i.Q.a sraddham apnoti sraddhaya satyam apyate 11 (Vaj.SαT(L 19.30) 

捉(誓戒〕によって潔斎を得，潔斎によって報酬(謝礼〕を得，報酬によっ

て信頼を得，信頼によって真実(誠)が得られる。

sraddhaya deyarI1 asaddhaya' deyarp. sriya d巴yam，hiriya deyam， bhiげya

deyam 凶叫I存rp.¥加i1判肝lV叫7

をもつて施与すべからず，富をもって施与すべし。慎み(漸)をもって施与

すべし。畏れをもって施与すべし。同情をもって施与すべし。

yaElaMayate hy arC15 saII11ddhehavya vahaneJLtada ajya-bhagav 

antar叫 a-ahutlbpratipadayec chraddhaya-ahutam'"'MulJc;l.l.2.3. 

火(供物を運ぶもの)が点されて焔が揺ぐときに，バターの両部分の聞に信

(信頼)をもって献供の供物を投ずべし。

bhuya eva tapasa brahmacary巴.Q.asraddhaya sarp.vatsararp. sarp.vatsyatha， 

vatha-kamam prasnan prcchatha， yadi vijnasyamab sarvarp. ha vo vak一

日maiti Prasna l.2 もう更に一年〔汝らは〕苦行をもって，党行(童貞
行)をもって，信(信頼)をもって，共に住するであろう。欲するがままに

質問をせよ。もし〔我々が〕認識するならば，まことに全てを汝らに説くで

あろう。

atha-uttare.Q.a tapasa brabmacarye.Q.a sraddhaya vidyaya-atmanam 

anuvl甲ya-adityamabhijayante， etad vai pra.Q.anam ayatanam， etad 
tasman na Dunar avartante， ity amrtam abhayarp.， etat paraya.Q.am， etasrnall Ila fJ 

e早anirodhab Prαsnα1.10 
さて〔彼らが，太陽が北方に寄るJ;jヒ道によって，苦行によって，究行によっ
て信(信仰)によって，明知によっ七我を求めると，太陽に到る。これこそ，

諸生気の領域であり， これは不死・無畏であり，これは帰趨であり， これよ

り再び帰来しなし、。故にこれは〔生の〕停止である(二死後に神路を進む人

たちは太陽に到って， この世に帰来しない)。

taDasa brahmacarye.Q.a sraddhaya sampanno rnahimanam anubhavati 

p日間5.3C彼は〕苦行と党行と信(信頼)とを具えて，偉大性を経験する0
sraddha vardhate dharmab R.3.43.38 信頼によって正義(法)は増大す

る。

sraddhaya praj員ovakyarn etad uvaca ha R.7.50.9 知慧ある者は信頼に

よって， この言葉を述べた。
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sa taya sraddhaya yuktas tasya-a耐 hanamiha te Bhαg. 7.22 

佼!まその信(信仰)を具え，その〔神格に〕奉仕することを願う
。

ye py anya品一a-bhaktayajante sraddhaya-anvitab Bhαg. 9.23 他の
神格を信奉し，信(信仰)を具えて祭る者たち。

mayy avesya mano ye marp. nitya-yukta upasate， sraddhaya p
araya 

upetas te me yuktatama matab Bhαg.12.2 

意をわれ(二神)に潜め，最高の信(信仰)を具え，常に心統
一して，われ

を崇拝する者たち，彼らは，われによって最土の心統一者と考え
られるハ

sraddI町 apa町 at削抑 tap日S凶 tr凶 h仰附aibapI凶 k
aflh-I

yuktaib sattvikarp. paricak:;;ate Bhαg.17.17. 

その[身・口・意の〕三種の苦行が，果報を予期しない心統ー
した人たちに

よって，最高の信(信仰J) によって行なわれると， C人々はそ
れを〕純質的

〔苦行〕と呼ぶ。

Cdat.の例〕

a tv eva sraddhayai hotavyam Ait.Br.5.27.7.10 

しかし，信頼のために供物を捧げるべしO

長raddhayaivai deva dik早arp.niramimita Cαt.Br.12.1.2.1・3.23

信頼のためにこそ神々は潔斎を行なった CPWによる)。

(loc.の例〕

kasmin nu dak:;;il.la prati幻hitaiti・sraddhayamiti・yadahy e
va sradd-

hatte atha dak:;;i早arp.dadati ; sraddhayarp. hy eva dak宇ll.laprati:;
;thita 

iti Br}J， 3.9.21 I一体〔祭宮への)報酬(布施)は何に安立(依存) してい

るのか」と o I信頼に〔安立(依存)しているJJと。「なぜなら，人が信頼

するときに報IIHIC布施)を与えるからだo なぜなら信頼に報酬(布施)は安

立(依存)しているからだ」と。

以上回ddhaのぞく?例は，信頼の意味を中心している(ただし
Bhαgの

例は，神に対する信，信仰の意)0そして「捨てる」というよ
うな意味の動詞

とは車古び、つかない如くである O

(3) Sraddha (パーリ saddha)の意味

8raddM?信頼の意味を主とすることを見てきたが，次に註釈文献
において

sraddha C信，信頼)はどのように説明されているかを見てみよう
ハ

上引のウパニ、ンャド等の sraddhaC信，信頼)の例について， 一
ンカラ
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CSari.kara， 8世紀)は次のように説明している161。

(l)mantavya-vi甲ay巴adarabastikya-buddhib sraddha Cad Ch.7.19
.1) 

信(信頼)とは，考えるべき対象に対する尊敬(顧慮)，存在
するという意

識(有るという思しつである。

(2)sraddha adn;tarthe:;;u karmasv astikya-buddhir devatadi:;;u c
a (ad Brh. 

1.5.3)信(信頼)とは，目に見えない対象である業や神格等に対
する，存

在するという意識(宿るという思い)である O

(3)sraddha nama ditsutvarp. astikya-buddhir bhakti-sahita Cad Br
h.3.9.21) 

信(信頼)とは，施与しようと欲する者であることであり，愛
信を伴なう存

在するという意識(有るという思しつである。

(4)sraddha yat-p白rvakabsarva-puru宇artha-sadhana-prayogab
citta-prasa 

da astikya-buddhib Cad M切 4.2.1.7)信(信頼)とは，それにも
とづいて

全ゆる人の目的の成就達成が用いられるものであり，心の清澄
(澄浄〉であ

り，存在するという意識(有るという思い)である。

(5)sraddha nama apavarga-praptau tat-sadhana-sraval.le ca ka
taka-phala-

samparka iva salilasya cetasab sarp.prasadab sarp.prasattib. sa hi 
janani-

iva kalyal.li yoginarp. pati rak:;;aty asubhebhyab CYogα-8ιtrα-B
ha$Yα 

Viuαrαηα 1.20) 

信(信仰)というのは，解脱の達成に対してまたはその手段を
聞くことに対

して，たとえば水がカタカ〔樹の〕果実に触れる〔と清らかにな
る〕ように，

心が清澄になること=澄浄になることである。なぜならそれ(
信)は，善き

母のように行者を諸の不浄(罪・禍li)から守り保護をするか
らである171。

以上の中で(l)~(4)の出tikya-buddhi (存在するという意識)という語は，

それだけで sraddha(信，信頼)を説明する同意語のように用
いられる

CSari.kara ad Bhαg.6.37， 9.23， 17.1， 17.17)0 astikya(存在すると
いう者で

あること，実有論)は， astika(存在するという者)の抽象名詞であり
， astika 

(存在するという者)は astiC存在する，有る)に由来する名詞である
。存在する

(有る)と言う(主張する)考えであり，いわば実在(実有)
論者ということ

になる。 astikyaはいわば実在(実有)論，実在(実有)主義とい
ってもよい

であろう。これに対立する(矛盾する)のが虚無論，虚無
主義であり，

nastikya (存在しないという者であること)という。虚無論者，
虚無主義者

をnastika(存在しないという者)という。これは異端者である。

後世(15，6世紀)のマドフスー夕、ナ・サラスヴァティー (Madh
usudana
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sarasvatl)は「種々なる道J(Prasthiinα-bhedα)の巻初において， Nastika 
(異端者，異端派)に

仏教 (Saugata，中観派，検伽行派，経量部，毘婆沙派の四)
11憤世派 (Carvaka，唯物論者)

ジャィナ教徒 (Digambara，空衣派)

を数えて，ヴェーダ学の分科である Astika(実有論者，正統派)と区別して
いる181。以上の異端派の中で共通する主張は神の存在を認めないことである。

これに対して正当派たる Astikaは神の存在を認める， というところにも特色
があるということになろう。五raddha(信，信頼)の同意語としての出tikya
buddhi (存在するという意識)は，有神論的な『パガヴァド・ギータ-J( 
Bhαgαuαd叩gita，Bhαgと略)の言raddha(信，信仰)の解釈の場合には， I神が
存在(実在)するという意識」である，というのは，理解しやすし、信という

のは，結局，存在〔有ること)を認め宵定する意識だというのである。しかし，

このような解釈は，仏教の中には，見あたらないようである O

上の(4)と特に(5)の解釈は， sraddha (信)を，心の清澄 (citta“prasada，
心澄浄)，心が清澄(澄浄)になること (cetasabsamprasadab) とするもの
で， ヨーガ学派の伝統である。ヴヤーサ (Vyasa)の註釈 (Yogα-sutra-Bha$Yα
1.20)は

sraddha cetasab samprasadab C信とは心の清澄である)

と述べている O それに対してシャンカラは上述のような解釈を加えたのであるO

このように，信とは，心が清らかになり澄むことである， という解釈は，実は

仏教の伝統の中にもあったのである。ヴャーサと同じころ，ヴァスパンドゥ(

V asu bandhu，世親)は「倶舎論 (Abhidharmα-kosαBha$YαII.25)において，
sraddha cetasab prasadab I satya-ratna-karma-phala-abhisampratyaya 
ity apare I CP.Pradhan ed.，p.556-7) 

『信とは心の清誼(澄浄)である。〔またはJC四〕諦・ 〔三〕宝・業果に
対する確信である，と他の人たちは〔言うJoJ
〔玄英訳〕信者令二心澄浄化。有説。於諦宝191業果中現前忍許故名為レ信

cr大正J29.19b2-4) 
〔真諦訳〕信謂心澄浄。有能師説。於一諦宝11日業果中一心決了故名レ信(同p.
178b田 24)

と解している O

また世親と同じころの塞建陀羅に帰られる「入阿毘達磨論JC玄英訳， r大正』
28， 982ab)にも
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「信は謂はく心をして墳に於いて澄浄ならしむ。謂はく三宝・因果・相属・

有性等の中に於いて現前に忍許するが故に信となす。是れ能く心の濁械の法

を除遣す。清水珠を池内に置かば，濁械の水をして皆即ち澄清ならしむるf
如く，是れの如く信の珠，心池の内に在らば， ι心、の諸の濁積は皆即ち除遣す』
としい、寸う O 清水珠は浄7水k珠qω2ともいい， I水を清澄にする(清らかにする)珠」
の意であり，サンスクリット語ではudaka-prasadaka -maI).i C GαTJqαuyuhαp. 
53'-3¥ またはudaka-prasada-ma早i(idid， p.4951) といい， パ一リI語吾でで、は，

udak王a 一-pp悶 daka勘加王泊叶引a仕別-ma

d出anaka-maI).出i(はAs.p.120σ017口7ワ〕とLい、寸う O 信は心を清らかにし澄ませることは，清

水珠が水を清らかにすることに喰えられるのである。
同じころスリランカでパーリ註釈書を書いたブッダゴーサ (Buddhaghosa) 

も次のように言つ。
rl131信 Csaddha)とは，清澄(浄{言)を特相とし (sampasada -lakkhaI).a) ， 
或いは信頼を特相とし(okappana-lakkhaI).a)，跳躍を昧とし(pakkhandana-

rasa)，信解として現われ (adhimu t ti -paccupa tthana)，或いは〔心の〕汚
濁がないことして現われ (akalussiya-paccupatthana)，預流支を足場とし

(sotapa t ti -y -ari.ga -pada -tthana) ， 或いは信ずべき法を足場とし
(叫出hi帥 ba-dhamma-pada -tthana)，鏡や水面などが清澄 (pasada)で
あるように，心が清澄(澄浄)になったのであり (cetasopasada-bhuta)， 

水を清澄(澄浄)にする珠 (udaka-ppasadaka -m仰，清水珠)のように
水に相当する諸法を清澄にするもρ(匂pa剖sadi法ka心)であるoJCωSnA. p.14叫43"， 
cf. Vism.p.46418-2'， As.p.12016-21)叩
これも先の例と同じ意味である O ここで水に喰えられるのは，単に諸法という

が.心の中にある諸の作用(心所法)を予皆、しているのであろう。
，シャンカラは，水を清らかにするカタカ果を例にあげるが，意味上は同類の

比喰である。信は，水が清く澄むように，心が清く澄むこと，或いは心を清く

澄ませる作用である。このような意味の信を捨てることが，推奨され奨励され

るとは，考えられないのではないか一。

四 pamuncantu saddharpの意味ω

(1) 従前の諸解釈

このー句についての従前の解釈は， (a) I信を発こせ」か(b)I信を捨てよ」か
の二種に分かれる。 (a)説が最初に現れたが，後に (b)説が優勢になった観があ

る。まずわが国における訳例を見てみよう。

135 



i{言を発こせJ再考(村上)

(a)説(信を発こせ)

姉崎正治『現身仏と法身仏J(明治37(1904 A.D)年，改訂版，昭和31(1956) 

年， p.27)は，上掲の詩節を次のように訳して，原文とサンスクリット文や漢

訳の併行例とを対比して示している。

「かれ等の為に不死の門は聞かれたり，聞かん人は之を信じて解脱せよO

(先には)害を恐れて心中を説かざりき，人々の聞に至重の法を(説かざ

りき)oJ

「之を信じて解脱せよ」とは，正確ではないが， I信を発こせ」と解すること
に近い。

立花俊道「国訳大品Jcr国訳大蔵経」論部第14巻，大正9(1920)年， pp.9-
10)はこう訳している。

「耳あるもの，彼等のため不滅の門は聞かれぬ，信心を議し〔て之を受けよ〕

かし。

党王ょ， [我は〕害を意識せし(が故に)，人間の中にて美妙優長の法を説か

ざりき。」

これは正確な訳文である。しかし， この解釈は， (b)説の優勢の一下に，長い間忘

れられることになる。

(b)説優位の下で(a)説を改めて主張した藤田宏達「原始仏教における信の形

態Jcr北海道大学文学部紀要』第6号，昭和32(1957)年， pp.65-111の中特
にp.68)は，次のように訳して，従来の解釈や漢訳等の併行例を挙げて考察し

ている。

「彼らに甘露(不死)の諸門は聞かれたり，耳あるものならば信を発せよ。

〔我は)害想あるを熟知して，人々に対して微妙なる法を説かざりき。」

これは大体，立花訳を継承している。そして藤田教授は，同様の解釈を最近の

「原始仏教における信J(r仏教思想11 信』平楽寺書屈， 1992年pp.91-142，特

lこp.93)においても示して，問題の句を「信を発せよ」と訳している。

榎本文雄「東トルキスタン出土党文阿含の系譜Jcr華頂短大研究紀要』第29
号，昭和田 (1984)年， p.18)は， この詩節の併行例を対比して研究している

が，問題の一句を「信頼心を(私に)向けなさいJと解している。

その後，袴谷憲昭「本覚思想批判J(大蔵出版1989年)p.297も藤田説に賛同

して， I信仰を向けよJと理解する， といっている。

)講談社『原始仏典 フッ夕、の生涯J(昭和60(1985)年， p.62) の中で石上

善応教授は， この詩節をこう訳している。

「耳ある者たちに不死へのもろもろの門は聞かれた。
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ぉ

浄{言を発こせO

党天よ，人々を害するであろうかと案じて，

わたしは熟知した，すぐれた教えを人々に向かつて説かなかったのだ。」

そして第二句について fnおのが〕信仰を捨てよ」とも読める」と註記してい
る Cp.333)。以上の諸の訳例を見ると，第三句の解釈にも問題があることがわ

かる。それについては後でもう一度ふれるであろう。

その後筆者も「信を発こせ(寄せよ)Jという解釈を公表して識者の批判を

仰いだcr仏教諭叢」第32号，昭和田(1988)年， p.66， r仏教のことば註JC四)，
1989年p.181，r仏と聖典の伝承J1990， p.54)。そして前記のように，中村元
教授からの反論と，藤田教授からの同意を得たところであるo (a)説は，最近賛

同者を得るようになったが， しかし，なお少数派であるかのようである。

(b)説(信を捨てよ)

わが国で(b)説を定着させたのは，宇井伯寿教授の『印度哲学研究第三J(大

正15(1926)年， p.78)の次のような訳文であろう。

「耳あるものの為に不死に至るの門聞きたり。

彼等は自己の信仰を捨去れ。荒天よ。

害あらむを知りて予はこの優良

微妙なる法を人々の聞に説かざりき。」

以後この解釈は多くの追従者を生ずることになった。以下問題の一旬の解釈

(和訳)だけを見てみよう。

「己が邪信を棄てよJ(平等通照「南伝』六，昭和10(1935)年， p.409) 

「己が信執を捨てて浄き耳を持てJC干潟龍祥「南伝」九，昭和10(1935年)，

p.304) 

I[他への〕信を離れよJC赤沼智善「南伝」十二，昭和12(1937)年，

p.237.またp.270に「以前の臼分自身の信仰を離れよ，捨てよ」と註記)

I[己)信を棄てよJ(渡辺照宏『南伝』三昭和13(1938)年， p.12) 

ICおのが)信仰を捨てよJ(中村元『ゴータマ・ブッダ』法蔵館，昭和33
(1958)年， p.120，筑摩書房『世界古典文学全集6仏典 1J昭和J41(1966) 

年， p.25b， rブッダ 悪魔との対話」岩波文庫1986年， p.87) 
「古き信を去れJ(増谷文雄「アーガマ資料による仏伝の研究』昭和37

(1962)年， p.265，また「これまでの所信の意。ゆえに「古き信」と訳して

おいた」と註記)

I[他への〕信仰を離れよJ(雲井昭善「仏教興起時代の思想研究」平楽寺

書庖1967年， p.227) 
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「汝みずからの信仰を捨てよJ(岩本裕『仏教聖典選第一巻初期経典』読売
新聞社，昭和49(1974)年， p.41) 

「人びとは自己の盲信を棄てよJ(早島鏡正『ゴータマ・ブッダ』講談社，
昭和54(1979)年， p.96) 

〔海外における諸説)

(a)説(信を発こせ)

原始仏教の研究は，西欧において始められた。ここでも(a)説が先行している。

Hermann Oldenberg， Buddhα(1881; 13.Auflage， 1959 Stuttgart， p.132) 

は第二句をこう訳している。

Wer Ohren hat， hore das Wort und glaube (誰でも耳ある者は，その語を

聞いて信ぜよ)

また T.W.RhysDavidsとH.01denbergとの共訳 Vinαyα Texts1 (SBE 13， 

London 1881) p.88も

1et them send forth to meet it (彼等にそれを受けいれる信を発せしめよ)

と訳している。また次に RichardMorrisは， Notes and Queriesという小論

の中の pamu白catisaddharp (JPTS， 1885， pp.46-48)という項目の下に， こ

の詩節の解釈について論及し，Sn.1146の解釈とも連動させっつ，

1et them who know the truth the faith declare (p.48，真理を知る彼らに

信を表明させよ)

と解している。 OttoFranke (ZDMG. 63， 1909， p.7) もmogenzum G1auben 

ge1angen (信を得るように)と解釈する。しかしこのような解釈は， しばらく

無視されるようになる。 (b)説が行なわれるようになったからである。その後

Aandre Bareau 

ltecherches sur lαBiogr，α:phie du Buddhαdαns les Sutr，α:pitαhα et les 

Vinαiyα:pitαhα Anciens De lαQuete de L 'Eueil a lα Conuersion de 

Sariputra et de Mαudgalyayαnα (Publications de L 'Ecole Francaise 

d'Extreme-Orient Vol. Lm) Paris 1963， p.136は

Que ceux qui ont des or・eillesmanifestent 1eur foi (saddha) (耳ある者

たちはその信を示すように)

と解して，漢訳の諸例をも訳出している。

(b)説(信を捨てよ)

オルデンベルクやモリスの解釈は，その後，ほとんど顧みられなくなる。そして

renounce their empty faith (T.W.and C.A.F.Rhys Davids， Dialogues 01 
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the Buddha n. London 1910， p.33)， 

renounc巴 thefaith they hold (Mrs. Rhys Davids， The Book 01 the 
Kindred S，α:yings 1. London 1917， p.174)， 

Discard your outworn creeds! (Lord Cha1mers， Further Diαlogues 01 
the Buddha 1. London 1926， p.120)， 

Aufgeben sollen sie ihren G1auben (W.Geiger， SaTfLyuttαnikaya 1. 

Munchen守Neubiberg1930， p.217)， 

1et them renounce their faith (1.B.Horner， The Book 01 the Discipline 
(Vinαyαpitαka) Vol. IV.， London 1951， p.9) 

というように， f信を捨てよ」という解釈が多く見られるのである。『大智度論」

をフランス語訳したラモット EtinneLamotte， Le Trαite de la Grande 

Vertu de Sagesse de Nagarjunα(Mαhaprαvnaparαmitasastrα) Tome 1， 

Louvain 1944， pp.60-62は，註記にパーリ原文を挙げて，それに関する従前の

諸学者の訳例ならびに漢訳やサンスクリット文の諸例の解釈にも及んでいる。

しかし，その彼はまず fPamuncantusaddharpは

qu'i1s rejettent 1a foi (彼等は信を捨てるように)

または

qu'i1s accordent 1a foi (彼等は信に従うように)

を意味することができる」という (pp.60-61)。

(2) pamuncassu saddharn (Sn.1146)の解釈

R.モリス前掲論文や，中村元『ブッダのことばスッタニパータJ(岩波文

庫・改訳1984)pp.430-431が指摘したように，上引の詩節の解釈のためには，

Sn.1146の理解が基礎になる。それはこうである。

yatha ahu Vakkali muttasaddho 

Bhadravudhoλlavi-Gotamo ca， 

evam eva tvam pi pamu白cassusaddharn: 

gamissasi tvarp Pingiya maccudheyyapararp. 

『ちょうどヴァッカリが〔仏に〕信を寄せていた Cmutta-saddha)ように，

またパドラーヴダや，アーラヴィ・ゴータマのように，

まさに同じように君も〔仏に〕信を寄せよ(発せ)Cpamuncassu saddharp)。

君は， ピンギヤよ。死〔神〕の領域のかなたに行くであろう。』

実はこの詩節の解釈についても多くの異論がある。それらについては別にふれ

た cr仏のことば註JC四)pp.175-181)。今は，ただ上の解釈を導いたパーリ
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聖典の伝統説にふれておく。上の部分については『小義釈J(Ci1laniddesa = 
Nd. rr)がある。いまシャム版の当該箇所 (SyamαratthassαTepitαhαm30 
Suttαntα'Pitαke Khudd，αhα-Nikayαssα Ci1laniddeso pp.30816-309 8)の原文と和
訳を示しておこう。

yαthaαhi1 V，αkkαli muttαsαddho Bhαdrauudho Alαuigotαmo cati yathi.i 
Vakkali mutta-saddho saddhi.i-garuko saddhi.i-pubbangamo saddhadhi 

mutto saddhadhipateyyo冶rahatta-ppatto，yathi.i Bhadravudho mutta-

saddho saddha-garuko saddhi.i-pubbangamo saddhadhimutto saddhadhi-

pateyyo 'arahatta-ppatto， yatha Alavigotamo mutta-saddho saddhι 

garuko saddha-pubbangamo saddhadhimutto saddhadhipatteyyo 'arahatta-

ppatto ti yαthaαhi1 V，αkkαli muttαsαddho Bhαdra-uudho Alαuigotαmo 
cαl 

euem euαtuαm PL Pαmuncαssu sαddhαm ti evam eva tval1l saddhal1l 

muncassu pamuncassu sampamuncassu adhimuncassu okappehi， sabbe 

sankhi.iri.i anicci.i ti I pe I yan kinci samudaya-dhammal1l sabbal1l tal1l 
nirodha-dhamman ti saddhal1l muncassu pamuncassu sampamuncassu 

adhimu忌cassuokappehiti euαm euαtuαmpLpαmuncas抑制ddhαT(L(下略)
*PTS本Nd.rr. p.228 e 5121こarahanta とあるが，よくない。
ri1百〈ちょうどヴァッカリが〔仏に〕信を寄せていたように，またパドラー
ヴダや，アーラヴィ・ゴータマのように》とは，ちょうど(たとえば)ヴァッ

カリが〔仏に〕信を寄せ，信を重んじ，信を先行させ，信に心を傾け(志向

し)，信を主となして，阿羅漢〔位〕に達したように;ちょうど(たとえば)

パドラーヴダが〔仏に〕信を寄せ，信を重んじ，信を先行させ，信に心を傾

け(志向し)，信を主となして，阿羅漢〔位〕に達したように;ちょうど

(たとえば)アーラヴィ・ゴータマが〔仏に〕信を寄せ，信を重んじ，信を

先行させ，信lこ心を傾け(志向し)，信を主となして，阿羅漢〔位〕に達し

たように，というのが《ちょうどヴァッカリが〔仏に〕信を寄せていたよう

に，またパドラーヴダやアーラヴィ・ゴータマのように> (の意である)。

〈まさに同じように君も〔仏に〕信を寄せよ(発こせ)>というのは，まさ
はつ はっお

に同じように君も信を発せ(寄せよ)，前に発せ(発こせ)，よく発せ，信仰

せよ，信頼せよ。「一切の諸行(身心の勢力，万象)は無常である。…およ

そ何でも集起の属性を有するものは皆な止滅の属性を有する」と，信を発せ

(寄せよ)，前に発せ，よく発せ，というのが〈まさに同じように君も〔仏に〕

信を寄せよ(発こせ)> (の意であるJoJ
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ここでは，仏と仏の説かれた言葉(法)に対して，信を寄せ，信を桑こすべき

ことを説いていると解釈される。 Nd.rrに対する註釈NdAやそれとほとんど
同文のSnAの解釈についてはすでに示した (r仏のことば註J(四)pp.167-

168， 176-179)。

(3) パーリ語註釈書類におけるpamuncantusaddharnの解釈

さて，最初に掲げた問題の詩節の意味を確認するため，パーリ註釈書の説明

をもう一度読解してみよう o ブッダゴーサは，次のように，四書において，ほ

ぼ同文をもって， この詩句を解釈している。

pαmuncαntu sαddhαn ti sabbe attano saddhal1l pamuncantdll， vissajj-

entu12l. Pacchima-pi.ida-dvaye ayam日Iattho Ahal1l hi attano pαgUTJαT(L 

suppavattitam pi imal1l pα柄拘η1uttama-dhαmmαT(L ki.iya-vaci.i-kilama 
tha-sα元財hutvi.i141 na 15)'bhasil1l; 16lidi.ini pana sabbo jano saddhi.ibhi.ijanal1l 

upanetu: pur巴ssi.iminesal1l sankappan 171 ti (Sp.V・P・963'8-22， Su. rr. p. 
471'0-'6， Ps. rr. p.181田お，Spk. 1 . p.2036 ") 
(1) muncantu Sv 

121 vissajjantu均.，Spk.

131 ayam ev'attho Sp ・

141 hutva manujesu devαmαnussesu Sp. 

151 n邑bhasiSp.， nabhasiIl1 Spk.， n'abhasiIl1 Sv.， na bhasiIl1 Ps. 

151 以下を欠くSp

171 saIlkappan'ti sv 
r(ー)<f言を長こせ(寄せよ))とは，皆， 自分の信を発こぜ，置け(寄fよ)。
(二)最後の二句にはこの(以下の)意味がある。なぜなら，私は川， 自

分のくよく知っている)(pagul)a)，よく思いめぐらし(理解し)ている

(suppavattita) (法である)けれども，このくすぐれた(微妙な))最上の

く法(教法，真理))をば， (自分の〕身・口の疲労をく想って〉いて〔人々

に即ち神々や人々にSpJ <説かなかったのだ〉。
(三)ところが，今やすべての人々は信の器 (saddhi.i-bhi.ij ana)を捧げ

(向け)よo (私は〕彼ら(人々)の思いをかなえよう(満たそう)と。』

この中(一)の文もよく理解されて来なかった。リス・デヴィズ夫人 (The

Book 01 the Kindred Sα:yings I.p.174脚註)は
Let th巴mall give up (vissajjantu) their own faith (saddhaD) 
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と訳しているし， ラモット CLeTrαite de la Grαnde Vertu de 8<αgesse 

I.p.61)も

que tous rejetent， c'est-a-dire expu1sent 1eur CancienneJ foi a eux C皆彼

らの〔古き〕信を捨てるように，いわば排除するように)

と解している〔このような誤解から(b)説が由来しているのである〕。 しかし次

の(三)の文からは，そのように解すべきでないことがわかるであろう。「信

を寄せよJC信を発こせ)と言うからこそ， I信を捧げよ」とも首尾一貫するの
であって， I信を捨てよ」と言ってから， I信を捧げよ」というのは矛盾するか
らである。また第三句の解釈も(二)に従うと，前掲拙訳の如くなるはずであ

る。

(4) サンスクリット文と漢訳の併行例
上掲のパーリの詩節の解釈は示した。これと併行するサンスクリット文や漢

訳例を検討して， この詩節の伝承の過程について考えたい。

Mαhauαstu C =Mu) ill.3193-7にはこうあるo

apavrtarp me amrtasya dvararp 

brahmeti bhagavantam ye srotukama 

言raddharppramurpcantu vihethasarpjnarp I 

vihethasarpjno praguI).o abhu9i 

dharmo asuddho Magadhe9u purvarp I I 
『不死(甘露)の門は私によって聞かれた。

党天よ。ゆえに，およそ世尊〔のことばを〕聞こうと欲する者たちは，

信を発こせ。加害の想いを〔離れよ〕。

加害と呼は、れる不浄なる法(主義)が

かつてマガダ〔国〕にあって， C私には〕よく知られていたのだ刷。」

上の原文の後半は難解であり，その三行目に問題がある。英訳 CJ.J.Jones，

TheMαhiiuαstu vol.ill.p.308)はshedthe faith that is based on a harmfu1 

idea C有害な考えにもとづく信を去れ)と訳している o sraddharpをばvihe一
計lasarpjnarpと同格と見ると，どうしても，そういう意味に解さざるを得ない

のであろう。しかし上来， sraddha C信)が信頼を原意とし，心の澄浄を特相

とすることを考慮すると， I加害の想いにもとづく信」ということは，理解し
にくし、。そこでいまは上のように試訳を示した。しかし原文の脚註を見ると，

多くの異読があり，テキス卜の構成そのものに問題があると考えられる。中で

も， sraddhaye mumo という異読がある。この読み方は採用できる。これに
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よれば「信のために加害の想いを離れよ」と解されることになる O 必ずしも，

「信を捨てよ」と理解しなければならないのではない。

東トルキスタン北道 CMurtuq，Sorcuq， Qizil， Tumsuq etc.)から発掘さ

れた写本断簡を E.W a1dschmid tが復元したDαsCatu$p即時αtsutrαC=CPS，

Berlin 1952， 1957， 1962) 8.17 C 1 .pp.29， 44， n .p.118， ill. p.442) には，
こうある。

avavari号yeamrtasya dvararp 

y巴srotu-kamabpramodantu言raddhabI 

vihetha -prek甲1pracurarp na bhage 

dharmarp pra凶tarpmanuje与ubrahman 

n私は〕不死(甘露)の門を開こう。
およそ聞こうと欲する信有る者たちは歓べ。

〔自らの被〕害を思いつつ微妙なる法を

人々に広くは説かない。荒天よ。」

これに相当する漢訳例は，龍樹 CNãgã吋una) の『大智度論』巻~cr大日 25，
63a)の次の偶である。(榎本文雄，前掲論文p.171こ指摘されている勺。

我今開甘露味門 我れ今甘露味の門を聞く。

若有レ信者得二歓喜 若し信有る者は歓喜を得ん。

於τ諸人中説ー妙法 諸人の中に於いて妙法を説くは，

非二悩レ他故而為説ー 他を悩ますが故に而して為に説くには非ず。

龍樹は，仏経の最初に説かれる「如是我間」の如是を解するにあたって

仏法大海信為二能入 仏法の大海は信を〔もって〕能入となす

といって，仏法(仏の教法)に入るには，信がなければならないと説いて，そ

の根拠として，党天勧請の段を引き， この伺を引用したのである(これは藤田

前掲論文巻頭に指摘する通りである)。

『四分律』巻32cr大正J22， p.787b)には
究天我告レ汝今関甘露門 党天よ。我れ汝に告ぐ。今や甘露の門は聞か

れたり 0
・わずらわしさ

諸問者合妄 不コ為レ嬢故説二諸の聞く者は信受せよo 嬢の為の故に，

党天微妙法牟尼所レ得法 党天よ。微妙の法，牟尼の得しところの法を

ば，説かざりき。

とあって， I信受せよ」と読むことができる。『長阿含』巻一， I大本経Jcr大
正J1， 9.8c)には，過去の枇婆戸仏の事蹟として同様の話を伝えており，そ
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こには散文の形ではあるが同趣の文がある。すなわち
あわ

吾感ー汝等 吾れ汝等を感れむ。

今当レ間一演甘露法門ー

是法深妙難レ可一解知

今まさに甘露の法門を開演すべしO

是の法は深妙にして解知すべきこと難し O

今為一信受楽レ聴者説 今や信受し聴くことを楽う者の為に説かん。

不下為一触擾無レ益者説ト 触擾し益無き者の為には説かず。
ねが

とある。「信受し聴くことを楽う者の為に説かん」というところは，パーリと
一致しないが，信を前提としている点に注意したい。

「増壱阿含』巻10cr大正J2， p.5938)には次のような伺が出ている O
党天今来勧一如来開一法門 党天今来たりて，如来に法門を聞かんことを

勧めたり。

問者得二篤信 分一別深法要 聞く者は篤信を得て，深き法の要を分別せよ。
猶レ在一高山頂普観一衆生類 なお高山の頂に在るがごとく，普く衆生の類

を観じて，

我今有二此法ー 昇レ堂現一法眼ー我れ今此の法有り，堂に昇りて法眼を現ぜん。
とある。後半の二行はパーリに一致しないが，第三句「聞く者は篤信を得て
(または得よ)Jはパーリに近い。

ところが， r五分律』巻15cr大正J22， p.104a)には
いたず

先恐一徒疲労不レ説一甚深義 先には徒らの疲労を恐れて，甚深の義を説か

ざりき。

甘露今当レ開一切皆応レ聞 甘露今まさに聞くべし。一切皆まさに聞くべし。
とあって，信の語を含まなし、。しかし， I信をすてよ」という示唆もない。
上の CPSの偏の第二句の pramodantusraddhab C信有る者たちは歓べ)を
pral.ludantu ka白k甲abC諸の疑いを払い除けよ)と改めた偶が「根本説一切有
部毘奈耶破僧事』に当たるサンスクリット本 TheGilgit Manuscript pf the 
Sαnghαbhedauαstu C =SBV， R.Gnoli ed.， Roma 1977， 1978) 1. p.1308-11 
にある。

apavari;;;ye amrtasya dvararp 

ye srotukamab pral.ludantu kari.k品h
vihethaprek;;;i pracuram na bha肘

dharmarp pral.lltam manuj時ubrahman 11 Ccf.CPS.ill. p.442'-4) 
n私は〕不死(甘露)の門を聞こう。

の

およそ聞こうと欲する者たちは，諸の疑いを払い除けよ。

〔自らの被〕害を思いつつ微妙なる法を

144 

「信を発こせ」再考(村上)

人々に広くは説かない。党天よ。」
これはパーリの pamuncantusaddharp C信を発こせ)をprar:mdantukari.k;;ab 

(諸の疑いを払い除けよ)と改めた形でもある。
これに相当する『根本説一切有部昆きそ耶破僧事』巻6cr大正J24， 126c)には
若有二於レ法深楽聴 主し法を深く薬って聴くもの有れば，

我即当レ開甘露門 我れは即t，まさに甘露の門を聞くべし。

如レ其議慢レ白軽レ人 其の如く譲り白三慢と人を軽んずるものに，

大鷲我終不一為説 大党よ，我れは終に為に説かず、。

とあり， I法を深く装って聴く」という語が，信を示唆している。なお， これ
に相当するチベット訳 CCPS.II .p.1l9)は上のSBVとほぼ同意である。
『衆許摩詞帝経』巻7cr大正J3.pp.953a)には

我今降
当レ潤楽聞及一切 まさに楽つて聞くもの及び一切のものを潤すべし。

従レ此人間得レ法因 此れより人間，法をj得号るの因あり O

若見」弊魔不一広説 若し弊魔を見れば広くは説かず
とある。「菜って聞く」という文は，人々の信を前提にしている如くである。

Lαlitαuistαrαc = L V) p.40018ωにはこうある。
apavrtas te早amamrtasya dvara brahman ti satatarp ye srotavantab 1 
pravisanti sraddha na v制}凶抑]副長p:lvantidharmarp Magadhe;;;u 

attvab 11 
『彼等に不死(甘露〕の門が聞かれた。党天よo 故に常におよそ誰でも耳
あるものたちは信じて〔不死の門に〕人予が，害の想いはない。[その〕マ

ガダ〔国〕における衆生たちはj去を聞く山ノ」

第一旬を除けば，パーリに一致しない。漢訳とも一致しなし、。が， I信を捨て
よ」という文脈でないことは確認できる。

その漢訳にあたる『方広大荘厳経Jcr大正J3_.p・605a)には
我今為汝請 当レ雨於甘露 我れ今汝の請いの為に，まさに甘露を雨ふ

らすべし。

一切諸世間天人龍神等 一切の諸の世間，天・人・龍神等
若有二浄信者聴受如レ是法 若し浄信有らん者は，是の如き法を聴受せよo

とあるo I若し浄信有らん者」という文は，信を発こすのを予期している。

以上， これらの併行例のどこにおいても， I信を発こせ」とは述べても， I信
を捨てよ」と述べていると解釈しなければならない例はない， と要約される O
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五む す び

以上によって， I信を発こせ」という解釈には，何らの疑問がないこと， I信

を捨てよJという解釈や主張は，インド仏教(原始仏教，部派仏教，大乗仏教)

においては成立しないことが，確認できたと考える。したがって「信を捨て
よ」

という原意が，後になって信を強調するために， I信を発こせ」という解釈に

変手された，というような想定(22)も成立する余地がない。これによって
人々

が信を発こし信頼を寄せることを予想して，仏が説法を決意された (Vin.I.D

7 etc)ということ，そしてまた信を発こすことによって， c死(神)Jの領域2
越えるJ(Sn.1l46)，つまり解脱を得，寂滅(浬繋)に到る， ということも，

原始仏教聖典に説かれている，と確認されたのであるn

「最初期の仏教はく信仰)(saddha)なるものを説かなかった町， という

ことにはならないのである〔判。

註

(1) H.Oldenberg， Buddhα1881以来，わが国では姉崎正治『法身仏と現身仏』明治3

7 (1904)以来，最近の中村元教授，前掲書(1992)にいたる。 一

(2) K出 ler前掲書について原実教授の書評(lIJ.Vo1.19，1977，pp.105-108) は有用で

干る。また同教授の Note on two Sanskrit Religious Terms Bhakti and 

Sraddha， 1IJ.Vol.7， 1964， pp.124-145は，古典文学の用例を多く網羅しているn

また同教授の IBhakti研究Jcr日本仏教学会年報」第2民昭和37年度，横pp.1-24)

も，有用である。同教授によると sraddhaの対象は知的，客観的なものであり.

bhakti (信愛)は情緒的，主観的感情であり，前者は後者に先行すると(匂pp初叫川削-2引2幻1)

また前掲『仏教思想l口1 信』の中の中村論文，松辱誠達「古典インドにみる信仰仰lj も

参考になる。

(3) 松議前掲論文p.233は， sraddhaが人に向く (upav'nam，Baudh.SS.2.12)，入る

(亘両元，Kath.1.2)， という用例から言raddhaは「外界から向かってくる，乃至，入つ

7くるものであると考えられていたことが推察できよう」という。 このような
sraddhaは人心に入ってくる神格のようである。

(凶4引) LA二 La日sen'、sAn叫1叫thologi白e(Gidd.Bil1.48ω)とある (PW.1 .p.x討)が，筆者未見C
(間5日) 伽 addhaya且計砧如hut日川ut凶ami-省くテキストがある (ωJ.He恥Tお加e白I叫 Mu岬附吊吋d山αh加α-Upα削川拘α

Lei中pZl屯glω92μ4，p.56)0 しかし同p.xvmには前掲の通りの文が示されているハ

(6) 原前掲論文lIJ.7p山まもっと多くの資料を挙げているが，今主な例を選よだo
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(7) 中村前掲論文 cr信~) p.6tこも和訳文が載せられている O 同p.9註(4)には， カタカ樹

の学名は strychnospotatorumというとある。 E.J.H.コーナー・渡辺清彦『図説

熱帯植物集成~ c広川書庖，初版昭和44年，第4刷 昭和61年)p.63Uこは，渡辺博士

によるスケッチの下に，英語clearingnut tree，和名ミズスマシノキ， ["小木，有毒

成分はないが種子の粘液は水中の塵を沈澱させるので炉過水の飲料化に用いる」
とあ

る。

(8) AnSS 5 1， 巻末の附録p.l.宇井伯寿「印度哲学研究第四~ pp .429-430参照。

(9) 底本は賞。⑤は賓。後者による。

仰) 底本は賓。⑧は賓。後者による。

(11) 桜部建『仏教語の研究~ c文栄堂書庖，昭和50年)p.139tこ， これに相当するチベッ

ト訳(東北No.4097)の和訳文が出ている。

(12) r華厳経~ c六十巻本)巻44，45， 49 cr大正~ 9， pp.681cヘ688a"，710b 7)。

仏または菩薩は浄水珠に喰えられる。

(13) 村上真完・及川真介「仏のことば註~ cう p.339tここの前後の和訳を示した。

日却 水野弘元「南伝~ 64， p.54にVism.p.464の和訳がある。佐々木現11憤『仏教心理学

の研究~ c昭和35年)p.268にAs.p.120の和訳がある。
(15) このような趣旨は，榎本文雄氏からも伺ったように思う(平成4年9月8日，仏教

大学において)。ただし，信じない Cassaddha)ということが，悪い意味にだけ用い

られるわけではなL、。 Ccf.Dh.97，Sn.8530) 本稿末の〔補記(2))参照。

(16) 以下は「仏のことば註(四)pp.175-189の趣旨に，若干の変更と加除を施したもの。

(1引水野弘元「南伝~ 44， p.374に和訳がある。

(18) 以下の解釈は「仏のことば註~ C四)p.184 l.18の「自ら熟知の有用な〔法〕であっ

ても，・・」を今，少し改めた。

中村元教授はpagu平aを I¥'、みじくも」と訳す(前掲書pp.449，463註 (35))0I正

しい(まっすぐな) ・〔法)Jの意でもよいのかも知れない。今は「熟知されてい
る」

「よく知られている」の意と考えるo suppavattitaは，文字通りには， ["よく転ぜら

れた」。しかし未だ外に向かつて法輪は転ぜられていないのだから，心の中で「
法が

よく転ぜられている」ということであろう。つまり心の中で法がよく思いめぐらさ
札

よく理解されている(自分が法をよく理解している)ということと考えられる。

(19) praguI)aを'praguI)aCapraguI)a)と改めて， ["悪しい・法」とする解釈がある。 J
.

J.Jonesの英訳 TheMαhavαstu Vol. m. p.308はこの後半をForalr巴adythere 

has arisen in Magadha a doctrine that is impure， based on a harmful idea，
 

and wrongと訳している。彼は実は E.LamotteCop.cit. 1 .p.60 n.1)に従っている

のである。今は Paliのpagu早aの解釈に合わせておく。
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側榎本氏はプラークリ y ト形 'pamoyarptuを Vinや MuはpraF函可と解釈し，
CPSはpral函瓦瓦と解釈したのだと推定する (p.18)。そうかも知れないo
(21) 筆者は先に 1'"耳ある者は信に入るが，害の想いに[入ら〕なし、J(Irブッダのこと
ば註J(四)p.18612-13と訳したが，今改めた。

チベット訳 (D.No.95， Kha151b 7 ; P. No.763， Ku216aりには，こうある。
『党天よ。およそマガタの衆生が (tshaIls-pa ma -ga -dhal:ti -sems-can gaIl i )耳
あり信をもっているなら (rna-ba-ldanshiIl dad-daIl-ldan gyur-la I )加害しな
い想いをもち常に法を聞くから (mi-I:ttsheI:tdu-ses rtag-tu chos nan-bas I )彼ら
には甘露の門が聞かれた (de-tag-lani bdud-rtsil:ti sgo phyel:to I )。
判 中村元「ブッダ悪魔との対話J(岩波文庫， pp.337-338)， Irゴーマ・ブッダJI 
(決定版)pp.461-462は，榎本氏の集めた資料を用いながら，

「極めて古いサンスクリット仏典『マハーヴァストゥ』では「信仰を捨てよJJ
となっていると言ってMuの文を引用してから

「ところが，それ以後の典籍では「信仰ある者は喜べ」と改められている」

として，以下に CPS，SBV， LVと「大智度論J巻1の文を列挙した後に
「これらの対比から考えてみても， 1信仰を捨てよ」と説いている『サンユッタニカー
ヤ」第一篇の説は，最初期の思想を伝えていることは，疑いない」

と言い切っている。しかし，中村教授が挙げたパーリ原文は「信仰を捨てよ」と解す
べきではなく， 1信を発こせJ(寄せよ)と解されること，Muの相当文は必ずしも
「信を捨てよ」と解するに及は、ないことから，上記の中村元説は成立しなし、。

附 中村元『ブッダのことばJ(岩波文庫， 1984年版)p.431。
例 袴谷前掲書p.318は，平川彰教授の示唆に従って PTSDsaddha 2の解釈 (a
funeral rite， saddhaD pammu白catlをtogive up offeringsと訳す)を紹介して
いる。 saddha(Skt. sr邑ddha)は「祖霊祭」を意味する (A.V.p.2696)。 しかし今
の ViηI.p.7等の文脈に適すとは考えられない。 また Sn.1l46の pamu員cassa
saddharpを「葬祭を放棄せよ」と解すべきであると田中教照「インド仏教における
信J(Ir淳心学報』第8号，平成2年，筆者未見)が書いていることを，藤田宏達教授
(Ir信Jp.104)が紹介した。このような解釈はSnの文脈とも合致しないし，パーリの
伝統説とも合わないので，藤田教授と同様に，筆者もこの説には賛成しなL、。初期の
仏教が，信者の葬祭等に容嫁したようなことは，非常に疑わしい。

〔付言〕筆者は中村元先生の御研究に端緒を得て， この小稿をまとめるを得た。文中，
先生の御主張を批判し，それを却ける議論を展開してきたので，内心失礼に及んだので
はなし、かと慮れる。思えば中村え先生は，角界に喰えるなら，さしづめ，横綱を長年努
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めておられる偉大な存在であり，筆者はその胸をお借りして稽古をつけてもらって上達
を期する下位の力士の如く，金星をあげることによって， 1恩返し」をしたいと願うと

(平成4年11月25日成稿)申上げて，御海容を乞う次第である。

[補記11)J本稿脱稿後に出た阪本(後藤)純子1Ir党天勧請」の原型J(Ir印度学仏教
学研究」第41巻第l号，平成4年12月， pp.474-469)は，問題の文句を「信仰を発せよ」
と解し，Muの相当句を「害意、ある信仰を捨てよ」と訳し， これを IPaliの如き原形か
ら二次的に崩れたものでJ，1再解釈されたのであろう」と見倣している。
[補記(2)JDh. 97 (二Nd.l.p.237o-1=J.m.p.781718=DhA. II .p.18716つには次の

ようにある。

assaddho akatan云uca sandhi-cchedo ca yo naro I 
hatavakaso vantaso sa ve uttama-poriso 11 
これに相当するサンスクリット文は，Udanαuαrgα(F. Bernhard ed.， Gりttingen
1965) 29.23とAbhidharmα-8αmuccαyα(P.Pradhaned.， Santiniketan 1950， A 

と略〕とに， こうある。

asraddhas cakrtaj云asca sarpdhi-cchettaふcchedjA) ca yo naro I 
hatavaka五ovantasal:t sa vai tuttama-puru号al:t11 
Dh.97について K.R. Norman， Dhammapada 97 A Misunderstood Paradox 
CIndologicαTαuriensia vol.VIl， 1979， pp. 325-331)は，DhAが解するような善い意
味の外に， Dh.97は悪い意味をも含む sle早a(一語に相反するこ義を盛る修辞法)であ
るという。藤田宏達教授(Irブソダの詩 IJ講談社，昭和61年， pp. 22， 385注)はその
百義を示し九最近，原実教授仙oruHara)， A No…Dhammapada 97 (即
Vol. 35.1992， pp.179-191)はNorman説を追認しつつ，Abhidhαrmα4αrγlUCCαyα 
bha$Yα，(N TatIa ed，patI1a1976，pp.155n 1565)と玄英訳「大乗阿毘達磨雑集論』
巻16(Ir大正J31， p.773b)の所説を解明し， Ir法句経J(Ir大正J4， p.564bll-12)， Ir八粧
度論J(Ir大正J26， p.916a)， r出曜経J(r大正J4 ， 7 50c 1 -5 )等漢訳の諸例を検討し，
最後に porisa(pauru:;;a)の意味を古典文学の諸例に即して考察し， uttama-ponsa 
はthehighest person (最上人)の外に， the man of extrem巴 audacity(甚だ厚顔
大胆な人)を意味すると論じているo 以上を参照しつつ Dh.97を解すると，次のように

なるの

(a)》『信ずることなく，恩知らずで， [家の〕隙間を破り(二押込み強盗をし，又は約
束を破り)， [妄言を吐いて集会にうけ容れられる〕余地(又は好機)を失い， [人の〕

反在を食う人，それこそ最高の厚顔大胆な人だ。』

(b) r他を信ずることなく，作られないもの(浬繋)を知仏 〔輪但再生の〕結びつき
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を断じ， c再生の〕余地を破り，願望を吐き出した人，それこそ最上の人だ。』

(a)は玄英訳の

不レ信不レ知レ恩 断レ密無二容処 恒食二人所L吐 是最上丈夫(信ぜず;患を知らず，密

を断じ容れらるる処無く，恒に人の吐く所を食う。是れ最上の丈夫なり。『大正Jl31， 

p.773boなお「密を断じ」とは、釈文によると、「窃盗を行じて指密の処を攻む」、つ

まり窃盗をし、塀・垣を破って押込み強盗をする、の意とし寸。他方また、この四句

ー偶の解釈も転じて、上の(b)とほぼ同様の意味にもなるのだという)

と大体等しい。 (b)はDhAに従った。 Normanは悪い意味(b)が原意で仏教以前に遡る

と示唆する。またこのassaddhaとSn・853のnasaddhoはwithoutdesire (欲がな

しつの意であるともいう。これは「自身が証得した法を〔信じ J，誰の〔法〕をも信じ

ないJ(samarp adhigatarp dhammarp na kassaci saddahati， SnA. II .p.54929) と

は一致しないが，一考の余地があるでろう。

DhA m. pp. 186~187 も Nd. 1 . pp. 236 ~ 237 (ad Sn. 853) もS.V. pp. 220~221 

を予想し，舎利弗のように自ら悟った者は，仏を信ずるが故に信根等を修すれば不死に

入ると知るのではなく，悟らない者が他を信ずる故にそのように知るのであろう， と述

べてから Dh.97をヲlく。信じないということが，悟った者にあってこそ，問題にはな

らない，がNormanもいう通り信が無用だというのではない。「信を捨てよ」というの

ではない。 ( 1 /13， 1993) 
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The Transmission of the New Material Dharmapada 

and the Sect to which it Belonged 

Takayoshi Namikawa 

(Associate Professor， Bukkyei University， Kyoto) 

Chapter 1 

What 1 call the new material Dharmapada (PDhp) is the text which 

Rahula 8amkrtyayana discovered in the Nor Monastery in Tibet. 8amkrty句

ayana photographed the text， and these photographs are now preserved in 

the Bihar Res巴arch80ciety in Patna. N.8. 8hukla (8 ed.) 1 and G. Roth (R 

ed.) 2 published annotated editions in 1979 and 1980 respectively. In 1989， 

M. Cone (C ed.) 3 compared these two earlier editions and published a re 

vised edition. 

8ince the 8 ed. and R 巴d. were published， various scholars have 

worked on the text. 4 In general， however， these researches have focused 

on textual criticism， grammar or word inflections that are particular to 

PDhp. These scholars have attempted to compare the language of PDhp 

with other texts in order to clarify the date and th巴locationof its composi-

tion and to d巴terminethe s巴ctto which it belonged. Although these re 

searches have proved fruitful in the fields of textual and linguistic studies， 

they have not led to a fully satisfactory treatment of th巴 text.R巴cently

M. Cone has turned her attention to the inscriptional evidence， but since 

the linguistic correlation between the inscriptions she studied and the text 

is not close， she has not yet achieved any positive results. 

In this article， 5 as a means to solve the above mentioned probl巴m，1 

would like to use several inscriptions that can b巴linkedto specific loca 

tions and dates. By comparing their linguistic characteristics with the 

PDhp， 1 intend to discuss the transmission of the t巴xtand the sect to 

which the text belonged. 
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